
 

この度の定期異動でめのだけ小学校から転任して参りました吉田 公雄と申します。三玉校区は初めての赴任になります。着任し

てすぐに、三玉地区公民館、三玉保育園、学童など地域の方々に挨拶に行きました。皆さんとても温かくていい所に赴任したなあと感

じました。これからも三玉の仲間になれるように地域とともにある学校づくりを進めて参ります。 

自分のことを少し話します。植木町田底に住んでいます。二人の息子は育ち上がり、今は妻と二人暮らしです。近くに長男夫婦が住

んでおり、孫が二人います。自己紹介は小出しにしていきます。皆様、どうぞ、お気軽にお立ち寄りください。お待ちしております。 

令和８年度学校通信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校務分掌等 氏 名 校務分掌等 氏 名 

校長 ★吉田 公雄 養護助教諭 ★栗原 彩花 

教頭 大浦 嘉之 事務職員 上田 亜耶 

教務主任 塚原   聡 教員業務支援員 ★田畑 優子 

１年 新井   栞 サポートティーチャー 松尾 奈央 

２年 林田 美貴 主任栄養士 川口 早苗 

３年 高本 悠希 調理員 北村 裕美子 

４年 吉浦 紗織 調理員 竹下   恵 

５年 ★菅   修作 調理員 鶴田 文香 

６年 髙木 真一 用務員 野堀 直光 

すまいる１組 松村 栄治 用務員 原口 一弘 

すまいる２組 鹿子木 美紀 

すまいる３組 古川 裕子 

学校教育目標 

ふるさとを愛し人間性豊かでたくましい児童の育成 

就任式での子ども達との出会い 

ふるさと三玉のよさを知り、仲間を思いやる心、感動する心を

育みながらたくましく成長していく児童の姿をめざします。 

山鹿市立三玉小学校 

児童数：１３２人 

文 責：校長 吉田 公雄  

令和８年４月１０日（第１号） 

 

学校の主役は子ども達です。子ども達自身が考え、自分たちの学校を創っていく。そんな子どもたちを

職員全員で支え、育んでいく、活気のある楽しい学校を目指します。 

始業式で話した大切にしてほしい３つのこと              

始業式の校長講話で話したことを紹介します。 

「三玉小の主役は誰ですか？」話の始めにこんな質問をしました。 

子どもたちは少しポカンとしていましたが、何人かが「三玉っ子」と 

言ってくれました。「そう皆さんです。」先生がめざす学校は「みんな 

が主役」の学校ですと伝え、大切にしてほしい３つのことについて話しました。 

以下に紹介します。 

  一つ目は「友だちを大切にし、仲良くすること」です。 

  自分と同じくらい周りのお友達も大切にする心をもってほしいと思います。その

ために困っている人や悩んでいる人には、優しい声かけのできる仲間になってほし

いと思います。仲間を断ち切るいじめや差別は絶対に許しません。 

  二つ目は「チャレンジする勇気をもつこと」です。 

  失敗することは誰にでもあります。でもやり遂げた時の満足感、感動は最高で

す。目標を立て、仲間と協力して何かをやり遂げる人になってほしいなと思います。 

  三つ目は「勉強をがんばること」です。 

  今日から新しい学年が始まります。新しいことを学んでいきます。これまで学ん

だことや新しく知ったことを使って、自分の考えをもったり、友だちの考えを聞いて

もっといい考えを生み出したりしてほしいと思います。もっと勉強が楽しくなります。 

  最後に学校や教室は間違えたり、失敗したりしてもいい場所です。勉強のこと、

友だち同士のこと、困ったことがあったらみんなで助け合って乗り越えていきましょ

う。もちろん、先生達も力になります。遠慮なく相談してください。 

  三玉小をみんなでもっともっと楽しい学校にしていきましょう。この１年間の皆さ

んの活躍を期待しています。 

 

今年は４名の先生方が新しく就任されまし

た。就任式で初めて子ども達に出会った私

は始めにこんな話をしました。「三玉小の自

慢は何ですか？」子ども達は「挨拶」「元気

がいい」「思いやりの言葉をかける」などの

うれしい言葉を返してくれました。そんな三

玉っ子の自慢をもっともっと増やしていきた

いと感じた子ども達との出会いでした。 

一人ひとりが輝く 子どもが主役の学校 

 

学校経営方針 

校長室より・・・自己紹介① 

★印は、転入者です。 

令和８年度がスタートしました！               

「子どもが主役」とは、子ども達自身が考え、主体的に活

躍する学校です。そのためには先生方の支えが必要で

す。職員一同子ども達を主役にし、輝かせていくためにチ

ーム三玉として取り組んでいきます。 


